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▲冬の基礎練習に励む子供たち

▲個別に指導する七戸監督

▲町のスポーツ賞も受賞しました
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　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

平　田　俊　介　先生
ひらた歯科　院長

今月のドクター

集音器と補聴器

鈴　木　健　策　先生
医療法人鈴木耳鼻咽喉科医院　院長

　最近テレビを見ていると、集音器のコマー
シャルがよく目につきます。補聴器に比べ格
段に値段が安く、これで済むのであれば補聴
器の存在価値がありません。そこで今回は集
音器と補聴器の違いについて述べます。
　まず集音器は家電製品であるのに対し、補
聴器は管理医療機器に分類されます。管理医
療機器は、人の健康に影響を与えるおそれが
あることから、その適切な管理が必要であり、
その保守点検、修理その他の管理に専門的な
知識及び技能を必要とする機器です。機械に
入って来た音（入力音）を増幅（大きく）し
て耳に送る（出力音）という点ではどちらも
同じです。ただし、補聴器の場合は入力から
出力までの間に高度な処理がなされます。簡
単に言うと、集音器は入力音→増幅→そのま
ま耳へ（出力制限機能付きの製品もある）。
それに対し、補聴器は入力音に高度な処理を
行った上で、必要な音だけを、必要な分だけ
増幅して耳に送ります。重要なことは『必要
な音だけを、必要な分だけ』ということです。
　我々の耳には低音から高音まで様々な音が
入ってきます。その中で難聴者にとって最も
必要な音は人の言葉です。ところが、一口に
難聴と言っても、個々の聴力には差があり、
図のように様々な聴力型があります。また内
耳性難聴には補充現象というものがあり、こ
の現象が強いと少しの音圧の変化に聴覚が過
敏になり、大きな音が響いてうるさく感じる
ことになります。

　補聴器は、種々の検査をした上で、言葉の
聞き取りに必要な音を、うるさく感じないよ
う、かつ騒音性難聴にならないよう調節され
ます。通信販売されている集音器２機種を調
べた研究論文で、その周波数特性は, 言葉の聞
き取りに必要な特性ではなく、出力される音
圧も過大なため短時間の会話でも聴取時間に
よっては騒音性難聴の危険を生じる可能性が
あり、心地よく聞こえているようでも、必ず
しも言葉の聞き取りが向上しているわけでは
なかったと報告されています。
　補聴器の値段が高いのは、機器自体にコス
トがかかっているのに加え、それを個々の耳
に合わせて調節する（フィッティング）技術
料が含まれているためなのです。
　補聴器をお考えの方は日本耳鼻咽喉科頭頸
部外科学会補聴器相談医にご相談ください。
〔 補聴器相談医　青森 〕で検索。

　このコーナーは深浦で頑張る人や団体などを紹介するコーナー『スポットライト』です。

　今回、インタビューしたのは北金ヶ沢地区で活動している相撲道場「天心館」です。
　監督や子どもたちに今後の目標などについて聴きました。

道場の活動について教えてください。
　天心館には今、北金ヶ沢地区の小学校2年生から中学校3年生までの子どもたち7人が所属しています。1
週間に3回練習をしていて、夏は土俵のある道場で、冬は道場の隣にある北金ヶ沢防災センターで練習して
います。
　道場は40年以上前から活動しており、安治川親方（安美
錦）や海鵬、安壮富士、将司などの力士を輩出しています。

監督の七戸さんに質問です！
活動の中で心掛けていること、やりがいを感じる瞬間を教え
てください。
　子どもたちと同じ目線で指導するよう心掛けています。
　子どもたちがはじめはできなかったことができるようにな
っていく姿を見るのが楽しいです。
　また、大学時代から相撲をしたい子どもがいれば深浦に戻
ってきて天心館で教えたいと思っていました。実際に指導す
ることができて嬉しいです。

子どもたちに質問です！相撲をしていて楽しいことや相撲の
好きなところはありますか？
・強くなれるところ！
・大きい相手を投げるのが楽しい
・年上の強い選手に勝った時
・基礎練習！土俵でやらないから特別な感じがする

最後にこれからの目標を教えてください
（こどもたち）
・試合で1人は倒したい（福澤　歓大君）
・大会で優勝旗を守り続けたい（櫻庭　悠真君　藤田　琉之
介君）
・大会負けることが多いけど、3位入賞を目標に勝てるよう
頑張りたい（小野　光太郎君）
・同じ年に強い選手がいるから負けたくない。ぼこぼこにし
たい。（阿部　福乃介君）
・ライバルをふっとばしたい（熊谷　琉生君）
（監督：七戸さん）
　団体、個人で各大会、各学年で優勝できるよう指導してい
きたい。

　40年以上という長い歴史があり、角界へ力士を輩出してきた天
心館。所属している子どもたちは町のスポーツ賞を受賞するな
ど、各種大会で優秀な成績を収めています。
　また相撲をやってみたい子はいつでも大歓迎とのことでした。
相撲道場天心館のこれからのさらなる活躍を期待しています！

相撲道場
天心館


